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News!

JOCトップアスリートサポート賞を受賞
「ニッポンの食」を通じて卓球大会・海外遠征など支援 広報・調査部

　
全
農
は
、「
令
和
6
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
賞 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
賞『
優
秀
団
体
賞
』」を
受
賞
し
ま
し
た
。7
月
12
日
に
東
京

都
内
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
安
田
忠
孝
代
表
理
事
専
務（
当
時
）

が（
公
財
）日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）の
三
屋
裕
子
副
会

長
か
ら
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー

ト
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
指

導
者
の
環
境
整
備
に
貢
献
し
た

企
業
・
学
校
な
ど
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。
全
農
は
2
0
1
1

年
か
ら（
公
財
）日
本
卓
球
協
会

の
ト
ッ
プ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て

お
り
、
同
協
会
の
推
薦
に
よ
り

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
農
は
▽
19
年
に
開
催
し
た

「
I
T
T
F（
国
際
卓
球
連
盟
）卓

球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
団
体
戦
」

で
特
別
協
賛
し
た
こ
と
▽
卓
球

日
本
代
表
が
海
外
遠
征
す
る
際

に
日
本
食
を
提
供
し
て
き
た
こ

と
▽「
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ

の
部
）」（
小
学
生
以
下
）を
都
道

府
県
予
選
会
か
ら
長
年
特
別
協

賛
し
て
き
た
こ
と
―
―
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
農
は
こ
れ
か
ら
も「
ア
ス

リ
ー
ト
の
活
躍
を『
ニ
ッ
ポ
ン
の

食
』で
支
え
る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

海
外
で
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
や
将
来
を
担
う
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
を
食
で
応
援
し
ま
す
。

News!

全農パールライス千葉米粉工場が竣工
海外市場の開拓も視野に国産米のより一層の消費拡大へ 米穀部

　

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
は
9
月
2
日
に
米
粉
工
場
の
竣し
ゅ
ん
こ
う工
式
を

行
い
ま
し
た
。同
社
は
精
米
・
炊
飯
・
米
加
工
品
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
竣
工
式
は
千
葉
市
稲
毛
区
に

あ
る
同
社
米
粉
工
場
で
行
わ
れ
、

全
農
か
ら
は
金
森
正
幸
常
務
理

事
、荒
井
隆
常
務
理
事
、千
葉

県
本
部
の
松
元
善
一
運
営
委
員

会
会
長
、吉
田
光
本
部
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
山
本
貞
郎
社
長
が

「
米
粉
の
製
造
・
販
売
を
通

じ
、
輸
入
原
料
が
主
体
の
パ
ン

や
麺
類
の
原
料
に
も
米
粉
を
使

用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
国
産
米

の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
社
で
製
造
・
販
売
す
る
米

粉
は
、「
米
の
品
種
」と「
製
粉

方
法
」に
こ
だ
わ
り
、パ
ン
や
麺

に
適
し
た
高
品
質
な
米
粉
で
あ

る
点
が
特
徴
で
す
。グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
で
あ
る
米
粉
は
、
海
外
市

場
で
の
需
要
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
国
内
市
場
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
輸
出
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
計
画
で
す
。

　
全
農
は
グ
ル
ー
プ
会
社
と
連

携
し
、
国
産
米
の
需
要
確
保
、

消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

米粉工場の竣工を祝って関係者がテープカット

竣工した米粉工場

「ニッポンの食」を手に笑顔の卓球日本代表選手（左から篠
塚大登選手、張本美和選手、戸上隼輔選手）

トップアスリートサポート賞「優
秀団体賞」の賞状とトロフィー
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News!

世界少年野球大会秋田大会に協賛
12カ国・地域の95人が基礎を学び、交流試合で熱戦 広報・調査部

　
全
農
は
、一
般
財
団
法
人
世
界
少
年
野
球
推
進
財
団（
W
C
B
F
）

が
7
月
30
日
か
ら
8
月
7
日
に
開
催
し
た
第
31
回
世
界
少
年
野
球
大

会
秋
田
大
会
に
協
賛
し
、
来
日
し
た
世
界
各
国
の
野
球
少
年
少
女
に

ス
イ
カ
を
提
供
し
ま
し
た
。ま
た
、高
校
球
児
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た「
J
A
全
農
p
r
e
s
e
n
t
s
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
教
室
」を
実
施

し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
大
仙
市
で
開
催
さ
れ

た
本
大
会
に
は
、世
界
12
カ
国
・

地
域
か
ら
95
人
の
野
球
少
年
少

女
が
集
結
。野
球
教
室
で
は
野
球

の
基
礎
を
学
び
、国
際
交
流
試
合

で
は
秋
田
県
内
の
6
チ
ー
ム
と
、

招
待
し
た
中
華
台
北
の
チ
ー
ム

が
対
戦
し
、熱
い
試
合
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

食
事
の
際
に
は
、
猛
暑
を
乗

り
切
る
強
い
味
方
の
秋
田
県
産

「
あ
き
た
夏
丸
す
い
か
」（
J
A

秋
田
ふ
る
さ
と
）50
玉
が
食
卓

に
並
び
、「
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
」で
応

援
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
教
室
で

は
、管
理
栄
養
士
の
阿
部
菜
奈
子

さ
ん
が
保
護
者
77
人
を
対
象
に

高
校
球
児
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

支
え
る
体
づ
く
り
の
た
め
に
必
要

な
栄
養
や
、そ
の
栄
養
の
上
手
な

摂
取
方
法
、お
薦
め
の
食
材
な
ど

に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、全
農
秋
田
県
本

部
か
ら「
”の
む
“り
ん
ご
」パ
ッ
ク

ジ
ュ
ー
ス
、ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
グ
ミ

な
ど
を
渡
し
ま
し
た
。

　

全
農
は
今
後
も
、「
食
」の
大

切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
や
成
長
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

スイカを食べる参加者

保護者を対象に開かれたス
ポーツ栄養教室

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

激
励
し
ま
し
た
。

　
「
ミ
ス
あ
き
た
こ
ま
ち
」を
代

表
し
て
高
橋
朋
愛
さ
ん
は「
歴

代
の
ミ
ス
あ
き
た
こ
ま
ち
の
活

躍
を
引
き
継
ぎ
、
秋
田
米
の
魅

力
と
生
産
者
の
思
い
を
全
国
の

皆
さ
ま
へ
お
届

け
し
ま
す
」と

決
意
表
明
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
9

月
1
日
か
ら
の

1
年
間
。
県
内

で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
活
動

を
中
心
に
、
生

産
者
と
消
費
者

の
懸
け
橋
と
し

て
、
秋
田
米
を

P
R
し
ま
す
。

News!

「令和7年度ミスあきたこまち」3人が決定
9月から1年間、秋田米の魅力と生産者の思いをPR 秋田県本部

　
秋
田
県
本
部
は「
令
和
7
年
度
ミ
ス
あ
き
た
こ
ま
ち
」を
決
定
し
、

8
月
22
日
に
秋
田
市
で
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。選
ば
れ
た
3

人
は
、生
産
者
の
思
い
を
消
費
者
に
届
け
、秋
田
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

交
付
式
で
は
、
県
本
部
運

営
委
員
会
の
小
松
忠
彦
会
長

が「
ミ
ス
あ
き
た
こ
ま
ち
」に
委

嘱
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し

た
。小
松
会
長
は「
お
互
い
を
助

け
合
う
気
持
ち
と
自
信
を
持
っ

て
、よ
り
一
層
秋
田
米
の
Ｐ
Ｒ
に

「
ミ
ス
あ
き
た
こ

ま
ち
」に
選
ば
れ
た

（
左
か
ら
）内
藤

蓮
さ
ん
、中
村
美

穂
さ
ん
、高
橋
朋

愛
さ
ん
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　「サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
」は
、
2
0
2
2

年
に「
甲
斐
ベ
リ
ー
７
」で
品
種
登
録
。
23

年
に「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
」で
商
標
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
糖
度
は
１８
〜
１９
程
度
と
高

く
、
酸
味
も
少
な
く
、
皮
ご
と
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
口
に
含
む
と
マ
ス
カ
ッ

ト
香
が
あ
り
、
華
や
か
な
香
り
を
感
じ
ら
れ

ま
す
。
ま
だ
出
荷
量
が
少
な
い
で
す
が
、
今

年
か
ら
J
A
タ
ウ
ン
で
も
数
量
限
定
で
販

売
を
開
始
し
ま
す
。

　市
場
に
お
け
る
赤
系
ブ
ド
ウ
の
期
待
は

高
く
、
香
り
や
食
味
の
評
価
が
高
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
着
色
度
合
い
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
県
と
J
A
グ
ル
ー
プ
山
梨
で

連
携
し
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
認
知
度
ア

ッ
プ
に
向
け
た
P
R
や
販
促
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　９
月
16
日
に
は
、ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
の
ご
当

地
グ
ミ
シ
リ
ー
ズ
で「
山
梨
県
産
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
レ
ッ
ド 

グ
ミ
」が
発
売
さ
れ
ま
す
。「
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
」の
華
や
か
な
香
り
と
甘

み
を
グ
ミ
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　　全
国
１
位
の
ブ
ド
ウ
出
荷
量
を
誇
る
山

梨
県
で
は
、
県
や
県
内
Ｊ
Ａ
、シ
ブ
ヤ
精
機

㈱
、
山
梨
県
本
部
が
協
力
し
て
、
全
国
初
と

な
る
ブ
ド
ウ
を
１
房
ず
つ
選
果
す
る
房
選

果
機
を
開
発
し
、８
月
18
日
か
ら
実
証
を

開
始
し
ま
し
た
。

　実
証
機
に
は
、
透
過
式
糖
度
セ
ン
サ
ー
、

色
や
房
形
を
識
別
す
る
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

カ
メ
ラ
、
重
量
計
測
機
が
ラ
イ
ン
上
に
具
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ト
レ
ー
に
１
房
ず

つ
載
せ
ら
れ
た
ブ
ド
ウ
が
こ
れ
ら
の
計
測
を

通
過
し
た
後
、
糖
度
別
な
ど
に
よ
り
各
排

県
本
部

だ
よ
り
山梨県本部

期
待
の
赤
系
ブ
ド
ウ「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
」

全
国
初
の
Ａ
Ｉ
房
選
果
機
を
開
発
し
実
証
ス
タ
ー
ト

　
山
梨
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
る
赤
系
ブ
ド
ウ
の
新
品
種
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
」
は
、

15
年
の
歳
月
を
か
け
て
山
梨
県
果
樹
試
験
場
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
大
粒
の
赤
系
品
種
「
サ

ニ
ー
ド
ル
チ
ェ
」
と
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
を
交
雑
し
、「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
特
徴

を
受
け
継
ぐ〝
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
ま
な
し
〞の
期
待
の
新
品
種
で
す
。

サンシャインレッド

県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
実
証
機

１
房
１
秒
で
糖
度
測
定

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル「
山
梨
県
産

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
グ
ミ
」発
売

出
口
に
仕
分
け
ら
れ
、
作
業
員
が
箱
詰
め

し
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
で
は
１
房
１
秒
で
糖
度

を
測
定
し
ま
す
。

　各
J
A
で
選
果
さ
れ
た「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
」を
利
用
し
て
、Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
で
数
多
く

の
房
画
像
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
色
や
房
形

な
ど
等
級
識
別
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
こ

と
や
、
選
果
ラ
イ
ン
で
の
作
業
検
証
な
ど
を

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
実
用
化
ま
で
に
は

４
、５
年
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　食
味
を
重
視
し
た
県
産
ブ
ド
ウ
の
差
別

化
・
高
付
加
価
値
化
に
加
え
、
生
産
者
の

労
力
軽
減
、
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
の

た
め
、
将
来
的
に
は
生
産
者
か
ら
直
接
持

ち
込
ま
れ
た
ブ
ド
ウ
を
そ
の
ま
ま
選
果
機

に
通
す
実
証
も
行
う
予
定
で
す
。

サンシャインレッドグミ

選果機を流れる「シャインマスカット」

全国初となるブドウの房選果機
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概要

JAいがふるさと
（三重県）

2025 年 3月31日現在

正組合員数  　　　　　　1万632人
准組合員数  　　　　 　　9768人
職員数                  　　　　580人
販売品取扱高           　　　57億円
購買品取扱高           60億8千万円
貯金残高  　       2843億3千万円
長期共済保有高    　　　5746億円
主な農産物	 米、肉牛、イチゴ、梨、ブドウ、
	 メロン、トマト、ネギ、シイタケ、
	 柿、アスパラガス、ナバナ

伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
「
白
鳳
梨
」
さ
ら
に
飛
躍
へ

伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
「
白
鳳
梨
」
さ
ら
に
飛
躍
へ

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
で
面
積
も
輸
出
も
拡
大

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
で
面
積
も
輸
出
も
拡
大

西
市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
る

ほ
か
、輸
出
に
も
取
り
組
み
、そ

の
販
路
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
梨
の
栽
培
面
積
が

減
少
す
る
中
、「
白
鳳
梨
」は
栽

培
面
積
を
広
げ
て
い
る
、
数
少

な
い
勢
い
の
あ
る
産
地
で
す
。同

組
合
で
は
若
手
生
産
者
も
熱
心

に
栽
培
し
、
梨
の
評
価
や
販
路

　

主
要
な
特
産
品
の
一
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
伊

賀
市
羽
根
地
区
で
生
産
さ
れ
る

「
白は
く
ほ
う
な
し

鳳
梨
」。
築
城
三
名
人
の
一

人
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
堂
高
虎

が
築
い
た
伊
賀
上
野
城
の
別
名

「
白
鳳
城
」か
ら
名
付
け
ら
れ
た

ブ
ラ
ン
ド
梨
で
す
。

　
1
9
4
8
年
に
水
田
転
作
と

し
て
始
ま
り
、
白
鳳
梨
生
産
組

合
の
２０
戸
が
15
・
9
㌶
で「
幸
水
」

「
豊
水
」「
あ
き
づ
き
」を
中
心

に
栽
培
し
て
い
ま
す
。果
実
に
袋

か
け
を
し
な
い
無
袋
栽
培
に
よ

り
太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
と
浴

び
て
育
ち
、高
い
糖
度
と
な
る
の

が
特
長
で
す
。

　

甘
み
の
強
い
果
実
へ
の
評
価

は
実
需
に
浸
透
し
、
県
内
・
関

　

三
重
県
の
北
西
部
に
位
置
す

る
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
の
管
内
で

は
、肥ひ
よ
く沃
な
土
壌
と
豊
富
な
水
、

盆
地
特
有
の
寒
暖
差
を
生
か
し
、

「
伊
賀
米
」「
伊
賀
牛
」な
ど
数

多
く
の
特
産
品
を
産
出
し
て
い

ま
す
。

拡
大
を
背
景
に
規
模
拡
大
を
進

め
、
活
気
の
あ
る
生
産
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
い
肥
な
ど
有
機
質
肥
料
中

心
の
土
づ
く
り
や
減
農
薬
栽
培
、

2
0
0
3
年
か
ら
は
全
生
産
者

が
環
境
負
荷
の
軽
減
に
配
慮
し

た
持
続
的
な
農
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
生
産

方
式
で
作
っ
た
農
畜
産
物
を
県

が
認
定
す
る「
み
え
の
安
心
食
材
」

袋かけをしない「白鳳梨」の園地

活気のある「白鳳梨」の選果場

無
袋
栽
培
で
高
い
糖
度

無
袋
栽
培
で
高
い
糖
度

評
価
高
ま
り
販
路
広
げ
る

評
価
高
ま
り
販
路
広
げ
る

お
い
し
さ
＋
や
さ
し
さ

お
い
し
さ
＋
や
さ
し
さ

県
や
市
の
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

県
や
市
の
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

滋賀県

三重県

愛知県
京都府

奈良県

伊賀ブランド「白鳳梨」

を
取
得
。ま
た
、優
れ
た
商
品
を

同
市
が
認
定
す
る「
伊
賀
ブ
ラ
ン

ド 

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」に
も
選
ば

れ
、知
名
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
お
い
し
さ
に
加
え
、環
境
に
や

さ
し
い
取
り
組
み
と
の
両
輪
で
消

費
者
に
支
持
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
を

め
ざ
し
、生
産
者
の
強
い
結
束
力

と
Ｊ
Ａ
・
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、消
費
者
の
志
向
に
合
っ
た

栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
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全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島
の
生
活
事
業
を
補
完

「
安
全
・
安
心
」な
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

株
式
会
社 

Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
ト
福
島

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
ト
福
島
は
、
主
に
食
料
品
・
日
用
品
な
ど
の
生
活
必
需
品
を
は
じ
め
、
食
材
宅
配

や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
介
護
用
品
の
レ
ン
タ
ル
、
葬
祭
事
業
な
ど
幅
広
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島
の

生
活
事
業
を
補
完
し
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 【
広
報
・
調
査
部
】

し
、厳
し
い
事
業
環
境
の
変
化
が
続

い
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
情
勢
を

踏
ま
え
Ｊ
Ａ
生
活
事
業
を
め
ぐ
る

事
業
再
構
築
を
喫
緊
の
課
題
と
し

て
、あ
る
べ
き
姿
を
発
揮
す
る
た
め

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、〝
進
化
と
実
践
〟に
よ
り
組
合

員
のニ
ー
ズ
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
す

る
補
完
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
産
農
畜
産
物
を
使
用

新
規
利
用
者
を
獲
得
へ

食
品
事
業
で
は
、
福
島
県
産
農

畜
産
物
を
使
用
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
商
品
の
開
発
と
製
造
に
取
り
組

み
ま
す
。
全
農
福
島
県
本
部
と
連

携
し
、「
福
島
牛
」「
麓
山
高
原
豚
」

な
ど
の
銘
柄
販
売
強
化
や
消
費
拡

大
運
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

〝
進
化
と
実
践
〟
に
努
め
て

タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応

「
生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
懸

け
橋
」「
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
」

「
安
全
・
安
心
」を
経
営
理
念
に

掲
げ
、４
部
門
・
４
営
業
所
で
構

成
し
て
い
ま
す
。
設
立
か
ら
５４
年
。

現
在
は
県
内
に
８
カ
所
の
食
材
セ

ン
タ
ー
、３
カ
所
の
介
護
福
祉
セ
ン

タ
ー
、７
カ
所
の
催
事
セ
ン
タ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。

近
年
の
国
内
外
の
情
勢
変
化
や

頻
発
す
る
自
然
災
害
、原
料
の
高

騰
に
よ
り
商
品
な
ど
が
値
上
が
り

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
や
ニッ
ポ
ン

エ
ー
ル
商
品
な
ど
全
農
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
取
り
扱
い
拡
大
、
新
茶
や
飲

料
水
、
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
商
品
な

ど
の
拡
大
も
進
め
て
い
ま
す
。
農
産

物
直
売
所
で
の
取
り
扱
い
を
増
や

す
ほ
か
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
型

店
舗
（
ラ
イ
フ
シ
ョッ
プ
）を
２
カ
所

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
・
県
本

部
と
連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
展

開
し
て
い
ま
す
。

食
材
宅
配
事
業
で
は
、「
Ｊ
Ａ
ふ

れ
あ
い
食
材
」
宅
配
事
業
の
維
持

拡
大
に
向
け
た
コ
ー
ス
・
メ
ニュ
ー
の

改
編
検
討
や
、
新
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

設
定
し
新
規
利
用
者
の
獲
得
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
食
材
」は
、
管

理
栄
養
士
が
監
修
し
た
献
立
表
・

レ
シ
ピ
・
材
料
を
セ
ッ
ト
に
し
て
い

ま
す
。
個
人
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

Ｊ
Ａ
の
介
護
施
設
に
も
届
け
て
い

ま
す
。
福
島
県
Ｊ
Ａ
食
材
事
業
連

絡
協
議
会
と
連
携
し
て
事
業
を
活

性
化
し
、
県
域
統
一キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
に
よ
る
新
規
利
用
者
の
獲
得
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

変
化
に
対
応
し
た
生
活
事
業

介
護
福
祉
・
催
事
事
業
も
工
夫

生
活
事
業
で
は
、
組
合
員
の
生

活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
環
境
変

プライベート商品

福島牛モモ・バラ焼き肉用

エーコープマーク品

福島牛ヒレステーキ用

食品事業の商品
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農
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プ

会
社
探
訪

昭和46年に「福島県経済農業
協同組合連合会」の子会社として
設立され、ＪＡグループ福島にお
ける生活事業の補完機能を担って
きました。

主な事業は、食料品・日用品などの生活必需品をはじめ、安全
で新鮮な食材の宅配、快適生活のためのリフォーム・太陽光発
電、高齢化の中での介護用品のレンタル、人生の最期に心をこめ
てお手伝いする葬祭事業など、福島県内ＪＡと一体となり取り組
んでおります。

私たちは、これからも弊社の経営理念を実践し、私たちの原点
であります「安全・安心」な商品の提供に誠実に取り組み、農家組
合員・利用者皆さまの健康で豊かな暮らしのために貢献してまい
ります。

健康で豊かな暮らしへ
県内ＪＡと一体で事業

会社の概要 （2025 年 9 月 1 日現在）

本社所在地
福島県郡山市田村町金屋字下タ川原７６番１

事業内容

代表取締役社長
増子 稔夫

代表者

179 人
従業員数

1971（昭和 46）年 7 月

●食料品・日用品・酒類の販売
●食材宅配事業
●精肉加工
●住環境整備（リフォーム）事業
●介護福祉事業
●催事（葬祭）事業

創業年月日

代表取締役社長 増子 稔夫 氏

JA ふれあいマルシェ JA ふれあい食材キャラクター
あいちゃん

食材宅配お届け品の一例

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
福
祉
事
業
で
は
、
組
合
員

や
利
用
者
の
身
体
状
況
や
住
環
境

に
合
わ
せ
た
福
祉
用
具
の
選
定
・

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。福
祉

用
具
レ
ン
タ
ル
、
特
定
福
祉
用
具
販

売
、
介
護
保
険
住
宅
改
修
工
事
な

ど
を
行
って
い
ま
す
。

介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

Ｊ
Ａ
福
祉
用
品
担
当
者
（
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
）が
最
適
な
用
具

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
担
当
者
研

修
会
や
福
祉
用
品
展
示
会
な
ど
を

通
し
て
、
福
祉
用
品
の
理
解
や
利

用
促
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

催
事
事
業
で
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
や

Ｊ
Ａ
子
会
社
へ
の
葬
儀
関
連
商
品

（
返
礼
品
・
葬
具
・
仏
具
類
、
墓

石
な
ど
）を
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
提
案
・
販
売
し
て
い
ま

す
。「
感
謝
と
真
心
を
持
っ
て
お
手

伝
い
」を
モッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
役
職
員
向
け
に「
催
事
だ

よ
り
」、組
合
員
向
け
に「
Ｊ
Ａ
葬

祭
通
信
」な
ど
を
発
行
し
、情
報
発

信
に
も
努
め
て
い
ま
す
。「
信
頼
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
葬
祭
事
業
」を
構
築
す
る

た
め
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
い

て
資
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

公式 HP

化
に
対
応
し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
、

健
康
関
連
、
展
示
会
な
ど
を
重
点

に
し
て
い
ま
す
。

建
築
士
や
施
設
工
事
管
理
者
に

よ
る
専
門
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
、

害
虫
・
害
獣
駆
除
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

遊
休
施
設
を
活
用
し
た
「
健
康
ふ

れ
あ
い
館
」の
開
催
な
ど
、
組
合
員

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取

食材宅配事業のキャラクターと商品

葬儀返礼品（詰め合わせ） 葬儀返礼品（煎茶） ＪＡ葬祭マーク

催事事業

お米保存袋・各スプレー他 防災安心セット

生活事業の商品
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JA全農福島

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

　「園芸王国ふくしま」では、盆地特有の地形・気候を生か
し、年間を通じてさまざまな果実を生産しています。その中で
も夏の果実の王様・桃は全国第２位の生産量を誇ります。太
陽の光をたくさん浴びて、とても甘くジューシーな味わいで
人気の高い逸品です。
　「福島桃の恵み」は夏に収穫された桃をそのまま食べてい
るかのような自然な味わいに仕上げました。さっぱりとした
のど越しで、とても飲みやすい桃ジュースです。リピーター多
数の人気商品を、ついついたくさん飲んでしまう桃好きな方
へ、30本入りでお届けします。

発行／全国農業協同組合連合会　2025年（令和7年）9月15日発行（毎週月曜日発行）
第3518号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

福島桃の恵み…190㌘×30本　6000円（税込み）

休刊のお知らせ
9月22日、9月29日号は休刊いたします。
次号は10月6日号です。

「メイトー×ニッポンエール 大分産和梨」を新発売
　全農と協同乳業㈱は、㈱ファミリー
マートと協業し、「メイトー×ニッポン
エール 大分産和梨」を開発しました。
全国（南九州・沖縄地区除く）のファミ
リーマート約1万5700店舗で9月23日
から発売します。
【営業開発部、酪農部、協同乳業㈱】

　和梨のフレッシュでみずみずしい味
わいを表現した、果実感あふれる清涼

飲料です。商品に使用する大分県産
「和梨」は、通常品と味は同じであるに
も関わらず、皮の傷や形が不ぞろいな
どの理由で、市場に出回らないものを
積極的に使用しており、生産者支援と
食品ロス削減に貢献しています。
　全農は、国産農畜産物の消費拡大
や生産振興に向けて、今後も「ニッポ
ンエール」の取り組みを全国の産地・
品目に拡大していきます。

メ
イ
ト
ー
×
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

大
分
産
和
梨

　福岡県本部を含むＪＡグループ福岡
は、７月２２日に福岡市総合体育館
（福岡市東区）で開幕した、「金鷲旗
玉竜旗高校柔剣道大会」に協賛しま
した。大会は、春の選抜と夏のインタ
ーハイに並ぶ高校三冠の一つです。

【ＪＡグループ福岡】

　約１万人近い来場者が見込まれ
ることから、協賛を通じて国消国産

やＪＡグループ福岡「食・農ラ部！」の
ＰＲやＪＡファンづくりにつなげることが
目的です。
　２３日には「金鷲旗」柔道女子の表
彰式が開かれ、優勝した富士学苑高
校（山梨県）に対し、ＪＡ福岡中央会
の乗富幸雄会長が県産米「元気つく
し」１年分（６０㌔）を、準優勝の比叡
山高校（滋賀県）には、「豆乳飲料 
博多あまおう」を贈呈しました。 優勝校に福岡県産米を贈る乗富会長

大分産和梨のみずみずしい味わい

青少年育成・地域貢献を通じたＪＡファンづくりを目指す
「金鷲旗玉竜旗高校柔剣道大会」に協賛

ＪＡ全農提供FM番組（TOKYO FM/JFN38局）
毎週水曜日７：２０～７：２７
農業の最新の動きや、農業から学べる生活の知恵を紹介しながら

『食と農の未来』について考える番組です。
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